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第
21
回と　き：10月26日㈯～11月4日㈪

ところ：『エコールみよた』あつもりホール
主　催：御代田町公民館・きなんしまつり実行委員会

芸能発表会 10月26日㈯　入場無料
午前8時30分～午後2時30分
幼稚園児～シニア世代までの皆さんの日ごろの
練習の成果をお楽しみください。

総合文化展 10月31日㈭～11月4日㈪
午前10時～午後６時 ※最終日は午後3時まで
『御代田の人たちってホントにすごい！』　力作ぞろいの作品展です。

きなんしショー 10月26日㈯　入場無料《整理券が必要です》
午後4時～午後5時30分（開場　午後3時40分）

石橋 正次 西崎  緑

《10月1日（火）午前10時からエコールみよた窓口にて整理券を配布します》
※問い合わせ先　町公民館（32）2770

申し込み・問い合わせ先　教育委員会生涯学習係　（32）2770

総合文化展開催期間中、各種グループのご協力により体験コーナーを開催します。ご家族皆さんでお楽しみください。

●申込方法　エコールみよた窓口、または電話にてお申し込み下さい。
●受付開始　10月1日（火）午前9時～　（各コーナー定員になり次第締め切ります）

体験コーナー参加者募集中

開催コーナー
（団体名） 内容 月日 開催時間 募集人数 持ち物／参加費

紙粘土
（サンクラフトドール） お昼寝ネコちゃん 11/2 10：00～11：00 7名 500円

コカリナ
（コカリナ桜） 一緒に奏でましょう 11/2 10：00～11：00

11：00～12：00 各10名 コカリナ
（お持ちの方） 200円

書　道
（龍書会） 好きな字を好きな書体で書く 11/2 10：00～12：00 10名 100円

水彩画
（安藤さん） 水彩画の技法を学ぶ 11/2 10：00～12：00 10名 水彩画用具一式

（詳しくは窓口で）

折り紙
（折り紙の会） 簡単な折り紙 11/2 13：30～15：00 高学年～大人

20名 100円

茶　道
（茶道愛好会） お茶を点ててみましょう 11/3 10：00～14：00 6名 無　料

フラワーアレンジ
（アレンジさくら） テーブルアレンジフラワー 11/3 13：30～15：30 8名 500円

陶　芸
（うつわの会） マグカップ／お皿 11/4 10：00～12：00 10名 500円

※作品の見本が【エコールみよた】に展示してあります。ご覧ください。

石橋正次&西崎緑
ライブショーjoint
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住宅用火災警報器
　平成24年中の全国における総出火件数は44,189件で、その内住宅火災は14,150件で
した。火災による死者は1,721人で、その内住宅火災による死者は1,016人でした。総
出火件数に占める割合に対し、住宅火災における死者の割合は非常に高くなっていま
す。
　既に多くのご家庭で住宅用火災警報器は設置されていますが、まだ設置が済んでい
ないご家庭は早めに設置してください。設置に関するご質問は、消防署までお気軽に
お問い合わせください。

住宅用火災警報器は平成16年の消防法改正で設置が義務付けられ、
現在は全ての住宅に設置が義務付けられています。
消防庁が平成25年6月時点で推計を行った全国の設置率は79.8％、
佐久広域では80.2％となっています。

『消すまでは 心の警報 ONのまま』
平成25年度全国統一防火標語

『取り付けて良かった!!』全国の奏功事例

住宅用火災警報器を設置しましょう。

　もし住宅用火災警報器がなければ、大きな火災になったり、人命の危険があった
可能性のある事例がいくつも報告されています。

この他にも奏功事例は沢山あります。
自分や家族の命を守るためにも

家人は前日の23時頃、布団の上にアロマキャンドルを置いて火をつけ、そ
のまま就寝。翌朝6時頃アロマキャンドルの火が布団に引火、発報した住宅

用火災警報器の警報音で火災に気付き消火に成功。寝ている家人の頭のすぐ上で
敷布団が燃えていたが、家人は警報音を聞き初めて目を覚ましている。

1

高齢の男性が、台所のガスコンロに鍋をかけ、火を消さずにその場を離れて寝
込んでしまったため、鍋が過熱されて発煙。住宅内に設置されていた住宅用火

災警報器が煙を感知し発報した。警報音と煙に気が付いた通行人が119番通報した。

2

午前2時40分頃、火元家人夫婦の妻は1階、夫は2階で就寝中に、2階階段
に設置していた住宅用火災警報器の警報音で妻が目を覚まし、2階で寝てい

た夫を起こして二人で避難した。

3
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